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１ 地域支援事業が目指していること

出典：「令和４年度地域づくり加速化事業全国研修（地域支援事業の事業間連動）」研修資料（厚生労働省）



２ 地域支援事業の事業間連動

出典：「令和４年度地域づくり加速化事業全国研修（地域支援事業の事業間連動）」研修資料（厚生労働省）
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３ 通所型サービスＣを軸とした事業間連携のイメージ

出典：平成30年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「地域支援事業の連動性を確保するための調査研究事業報告書」三菱UFJリサーチ＆コンサルティング



４ 地域支援事業の戦略的実施に向けた県の支援

(１) 目的

〇市町村が目指す地域のあるべき（ありたい）姿の実現までのプロセスを明確化する戦略シナリオと

してのロードマップの策定を支援する。

〇ロードマップの策定プロセスを通して、市町村が主体的に地域マネジメント※を実践できる体制へ

の転換・定着を支援する。

(２) 目指す成果

○市町村において、通所型サービスＣを軸に周辺事業との連携・連動による取組の循環が創出される

とともに、それぞれの事業効果を高める戦略的な事業実施体制が定着する。

○上記により、高齢者に対する介護予防・自立支援に資する取組が強化され、地域包括ケアシステム

の具体的な生活像が実現される。

(３) 具体的な支援方法

○介護予防・自立支援の専門人材をスーパーバイザーとして派遣（県が伴走）する。

○講話やワークショップを通じて、今後の取組に係る戦略シナリオ（ロードマップ）を策定を支援する。

※「地域マネジメント」とは
地域の実態把握・課題分析を通じて、地域における共通の目標を設定し、関係者間で共有するとともに、その達成に向けた具体的な計画を作成・実行し、評価と計画の見直しを繰り返し行うことで、目
標達成に向けた活動を継続的に改善する取組。（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング；地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービスのあり方に関する研究事業報告書「＜地域包括ケア研究
会＞地域包括ケアシステムと地域マネジメント」（2016年３月））

新潟県地域マネジメント力強化支援事業（Ｒ５新規）



(4) 支援体制

【スーパーバイザー】

株式会社アイトラック 代表取締役 佐藤 孝臣 氏

【新潟県】

高齢福祉保健課 本事業担当者

通所型サービスC強化支援事業担当者 等

(5) 支援回数

５回（スーパーバイザー派遣）

(６） 支援の内容
①庁内関係者間等の規範的統合の機会創出

②目指す姿の共有及び現状・課題の整理・分析

③実現に向けたロードマップの策定による取組の明確化
※各回の内容や時期については別紙参照

(7) 支援回の運営

第１回・第２回：県
第３回～第５回：胎内市

支援内容及び流れ



【支援の流れ及び体制イメージ】

実施内容 参集範囲

第１回 〇 講話
→支援に先立って、参集者の目線合わせと地域づくりに向け
た連携、地域支援事業等の戦略的実施を動機付け

〇 目指す姿の共有
〇 取組状況の把握（取組の可視化と他事業との関係
性を整理）

地域支援事業担当課
・通所型サービスC担当者
・他事業担当者
・地域包括支援センター

・介護申請・相談窓口担当
者

・介護保険事業計画策定
担当者

等

その他連携が必要
な部署など

新潟県

伴走支援担当 テーマ別
事業担当

スーパー
バイザー

〇 講話
〇 課題の見極め
（目指す姿と現状のギャップを可視化）

〇 ロードマップの策定

〇 ロードマップの共有

〇 課題の見極め
〇 打ち手の抽出、整理・講話
（ロードマップ策定に向けたポイント等）

別紙

支援後
市町村において、ロードマップに沿って取組を実施
※必要に応じて、他の県個別支援事業を活用し、既存事業のブラッシュアップ、
新たな事業の立ち上げやサービス創出を支援。

テーマ別
事業担当

個別事業
アドバイザー
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５/９ (火) PM

第２回
6/21(水) PM

第３回
７/1８(火) PM

第４回
９/14(木) PM

第5回
11/6(月) PM
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